
署
名
（第
一
次
集
約
）
４
３
４
６
筆 

28
日
の
市
民
の
会
全
体
会
議
で 

引
き
続
き
、
署
名
を
集
め
ま
す 

東
京
都
知
事
あ
て
の
道
路
計
画
の
見
直
し
を
求
め

る
署
名
の
第
一
次
集
約
を
８
月
28
日
の
市
民
の
会
の

全
体
会
で
行
い
ま
し
た
。 

市
民
の
会
で
は
、
引
き
続
き
、
署
名
を
集
め
、
小
池

都
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画道路を考える 
  小金井市民の会 

第４号 2016 年 8 月 30 日
発行 都市計画道路を考える 
    小金井市民の会 
連絡先 電話 090-7847-3968  事務局:阿部 

小
金
井
の
大
事
な
自
然

は
け
と
野
川
を
守

て

と 

 

暑
さ
が
残
る
８
月
25
日
、
26
日
、
武
蔵
小
金
井
駅
と
東
小
金
井
駅
で
初
め
て
の
署
名

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
「
道
路
小
金
井
市
民
の
会
」
の
会
の
ラ
イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
の
ぼ
り

を
掲
げ
、
今
中
共
同
代
表
が
マ
イ
ク
で
訴
え
、
で
き
あ
が
っ
た
ば
か
り
の
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ

リ
ー
フ
を
配
り
な
が
ら
、
署
名
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

武
蔵
小
金
井
駅
に
は
、
13
人
、
東
小
金
井
駅
で
は
15
人
の
市
民
の
会
の
会
員
が
参
加
。

通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
た
人
が
、
な
ん
だ
ろ
う
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
じ
っ
く
り
話
し
込
ん

で
、
署
名
を
し
て
く
れ
る
方
や
、
「
自
然
環
境
は
大
事
だ
か
ら
」
と
署
名
し
て
く
れ
る
」

方
な
ど
、
思
っ
た
以
上
の
署
名
数
に
参
加
者
も
感
激
。 

武蔵小金井駅と東小金井駅で署名行動 

 延べ 28 人が参加、151 人から署名 

署名数 

7/7 現在集約分

1,224 筆 

武蔵小金井駅での署名行動を終えて（8/25） 

署
名
で
話
が
は
ず
む

（
６
・
25
、
26
） 

「小金井道路市民の会」ホームページ http://koganeiroad.jimdo.com/

素
敵
な
カ
ラ
ー
の
ミ
ニ
リ
ー
フ
（
下
）
と

玄
関
先
な
ど
に
貼
れ
る
シ
ー
ル
（
左
） 

が
で
き
ま
し
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小金井道路市民の会の都知事宛質問に対する東京都の回答 
 

１  「交通処理機能の確保j については、その担うべき交通量の目安として、1日当たり6，000台を設定しています。

これは、幹線道路の 低限の規格として2車線道路の交通容量(1日当たり12，000台)を想定し、その交通容量の半分

としたものです。 

小金井3・4・1号線、小金井3・4・11号線外は、将来の交通量が1日当たり6，000台以上となるため、交通処理機能

を確保する面からも今後も必要であると評価しました。 

なお、「交通処理機能の確保j 以外にも、小金井3・4・1号線は「緊急輸送道路の拡充」「避難場所へのアクセス

向上」「延焼遮断帯の形成」、小金井3・4・11号線外は「避難場所へのアクセス向上」「延焼遮断帯の形成」の検証

項目に核当し、必要性が確認されています。 

２  延焼遮断帯は、災害に強い都市構造を実現する上で重要であり、特にその軸となる都市軒画道路は、その機能

に加え、消防活動などの救援・救護活動の実施や安全な避難路の確保など、大変重要な役割を担っています。 

東京都は、「防災都市づくり推進計画」 (平成28年3月)において、木造住宅密集地域が連なる特別区及び小金井市

を含む多摩地域の7市を対象に、「骨格防災軸」「主要延焼遮断帯」「一般延焼遮断帯」からなる延焼遮断帯を設け

ています。 

小金井3・4・1号線は「一般延焼遮断帯」、小金井3・4・11号線外は「主要延焼遮断帯」として位置付けられてお

り、安全・安心な都市の実現に向け、防災の面からも今後も必要であると評価しました。 

なお、「延焼遮断帯の形成」以外にも、小金井3・4・1号線は「交通処理機能の確保」「緊急輸送道路の拡充」「避

難場所へのアクセス向上」、小金井3・4・11号線外は「交通処理機能の確保」「避難場所へのアクセス向上」の検証

項目に該当し、必要性が確認されています。 

３  都内には、地震や火災から住民の生命を守るため、避難場所などが定められており、避難場所まで迅速かつ安

全に避難するため、避難路の確保が求められます。 

当該地区を含む小金井市の南部地域では、武蔵野公園が広域避難場所に指定されていますが、現在、この地域から

武蔵野公園へアクセスするためには、生活道路を経由し野川を横断する必要があります。 

生活道路や野川に架かる橋梁は、幅員が約6m以下と狭間量であることに加え、歩道も整備されておらず、避難路が

十分に確保されておりません。 

小金井3・4・11号線外は、避難場所へのアクセスの向上を図り、都市の防災性・安全性を向上させるためにも今後

も必要であると評価しました。 

なお、「避難場所へのアクセス向上」以外にも、小金井3・4・1号線は「交通処理機能の確保」「緊急輸送道路の

拡充」「延焼遮断帯の形成」、小金井3・4・11号線外は「交通処理機能の確保」「延焼遮断帯の形成」の検証項目に

該当し、必要性が確認されています。 

４ 自然再生推進法に基づく自然再生事業は、現在失われつつある自然環境を地域住民とともに復元する事業であ

り、国土の保全その他の公益との調整に留意して実施されなければならないとされています。 

このことから、自然再生事業は必要な道路の整備を妨げるものではなく、小金井3・4・1号線、小金井3・4. 1 1号

線外の２路線については、環境などに配慮しながら整備形態等について適切に対応していきます。 

５ 小金井3・4・1号線、小金井3・4・11号線外の都市計画決定については、旧都市計画法時代の昭和37年に当初決

定しています。 

これらの決定にあたっては、当時の法に基づき、地元の状況を把握している都議や関係市長、市議などが参加する

都市計画地方審議会の識を経るなど、地元の意向を反映して適切に定めています。 

なお、都市計画法の旧法から新法への移行に際して、都市計画法施行法第2条で、「新法の施行の際、現に旧都市

計画法の規定により決定されている都市計画区域及び都市計画は、それぞれ新法の規定による都市計画区域又は新法

の規定による相当の都市計画とみなすJと規定されており、当該２路線の決定は、新法の規定に基づく都市計画とな

ります。 

６  事業の実施にあたっては、事業概要説明会など、さまざまな機会を捉えて道路の必要性等について説明し、地

元の理解が得られるよう丁寧に対応してまいります。 

７  小金井3・4・1号線は、東側で三鷹市内の連雀通りと接続し、区部と多摩地域とを東西に結ぶ道路であり、本路

線の整備により、地域聞の連携強化や生活道路への通過交通の排除による安全性の向上が図られることから、優先整

備路線に選定しました。 

小金井3・4・11号線は、府中市内の都市計画道路一体となって、五日市街道と甲州街道とを南北に結ぶ道路であり、

本路線の整備により、並行する小金井街道の渋滞緩和、広域避難場所である武蔵野公園へのアクセス向上が図られる

ことから、優先整備路線に選定しました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１
．
東
京
都
の
道
路
事
業
の
あ
り
方
に
関
し
て 

こ
の
た
び
の
都
知
事
選
に
お
い
て
、
私
は
、
「
都
民
が
決
め
る
。
都
民
と
進
め

る
。
」
と
の
基
本
姿
勢
を
お
示
し
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
私
の
信
念
で
も
あ

り
、
東
京
都
の
道
路
行
政
に
お
い
て
も
徹
底
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 道

路
は
、
自
動
車
交
通
、
歩
行
者
・
自
転
車
の
交
通
、
防
災
、
都
市
景
観
の
形

成
な
ど
の
観
点
で
、
非
常
に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
歩

道
も
な
い
主
要
道
路
の
拡
幅
に
よ
る
歩
道
設
置
、
自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
増
設
、
大

震
災
の
際
に
電
柱
が
倒
壊
す
る
危
険
性
が
あ
る
道
路
か
ら
の
電
柱
の
除
去
、
大
震
災

の
際
に
倒
壊
の
危
険
性
が
あ
る
老
朽
建
造
物
の
建
て
替
え
、
四
季
の
移
ろ
い
を
感
じ

ら
れ
る
個
性
の
あ
る
街
路
緑
化
等
は
計
画
的
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

一
方
、
「
人
口
減
少
社
会
＝
自
動
車
減
少
社
会
」
の
到
来
を
見
据
え
て
、
道
路

の
新
設
に
関
し
て
は
、
将
来
需
要
、
費
用
対
効
果
、
地
域
住
民
の
合
意
、
地
元
区
市

町
村
や
区
市
町
村
議
会
の
意
向
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
多
角
的
に
分
析
し
て

着
手
す
る
か
し
な
い
か
を
判
断
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

こ
の
た
び
東
京
都
は
優
先
的
に
整
備
す
べ
き
路
線
を
決
定
す
る
に
至
り
ま
し

た
。
妥
当
な
内
容
も
多
々
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
域
住
民
の
合
意
、
地
元
区
市

町
村
や
区
市
町
村
議
会
の
意
向
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
と
い
う
観
点
で
、
優
先
整
備

路
線
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
適
当
か
ど
う
か
、
見
直
し
が
必
要
な
路
線
も
あ
る
と
考

え
て
お
り
ま
す
。 

知
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
と
り
わ
け
地
元
か
ら
強
い
疑
義
が

提
起
さ
れ
て
い
る
路
線
を
実
際
に
巡
視
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
対
話
し
、
優
先

整
備
路
線
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
不
適
切
だ
と
判
断
さ
れ
る
路
線
に
関
し
て
は
、
大

胆
に
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

都知事選のアンケートで小池候補の回答 

 「はけの自然と文化をまもる会」に回答－転載します 

前
知
事
が
決
め
た
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
と
い
う
よ
う
な
硬
直
的
な
考
え
は

一
切
持
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

な
お
、
大
昔
に
決
め
た
都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
大
胆
に
見
直
し
を
図
っ
て
い
る
例
も
あ
り
、

先
進
事
例
を
参
考
に
東
京
都
の
道
路
行
政
に
ど
の
よ
う
に
反
映
で
き
る
の
か
検
討
を
進
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 ２
．
国
分
寺
崖
線
を
分
断
す
る
都
市
計
画
道
路
「
都
―
１
１
０
」
及
び
「
都
―
１
１
１
」

に
関
し
て 

こ
の
た
び
東
京
都
が
優
先
整
備
路
線
に
決
定
し
た
小
金
井
市
内
の
２
路
線
に
関
し
て
は
、

以
下
の
よ
う
な
課
題
の
指
摘
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
優
先
整
備
路
線
の
決
定
に
あ

た
っ
て
の
意
見
書
の
提
出
件
数
も
群
を
抜
い
て
お
り
、
知
事
に
就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
ら
、
実
際
に
巡
視
し
、
小
金
井
市
、
小
金
井
市
議
会
、
地
域
住
民
の
皆
様
と
も
対
話

し
、
優
先
整
備
路
線
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
不
適
切
だ
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
、
必
要

に
応
じ
、
見
直
し
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。  

１    

小
金
井
市
民
の
皆
様
、
行
政
、
市
議
会
が
、
長
年
月
、
「
小
金
井
の
宝
」
と
し
て

一
丸
と
な
っ
て
保
全
し
て
き
た
貴
重
な
緑
（
は
け
）
や
野
川
の
水
辺
を
広
い
幅
員
の
道
路

で
分
断
す
る
内
容
で
あ
り
、
自
然
環
境
の
保
全
の
観
点
、
生
態
系
の
保
全
の
観
点
で
、
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。 

２     

こ
れ
ま
で
、
貴
重
な
緑
（
は
け
）
や
野
川
の
水
辺
の
保
全
に
は
東
京
都
も
主
体
的

に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
今
回
の
優
先
整
備
路
線
決
定
は
、
こ
れ
ま
で
の
都
の
方
針
と
も
矛

盾
す
る
要
素
が
多
い
。
都
市
の
貴
重
な
緑
は
い
っ
た
ん
失
わ
れ
れ
ば
回
復
は
至
難
の
業
で

あ
り
、
慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。 

３     

小
金
井
市
議
会
で
は
、
保
守
系
か
ら
革
新
系
ま
で
与
野
党
の
大
方
の
議
員
が
、
優

先
整
備
路
線
決
定
に
疑
問
を
提
起
し
て
お
り
、
地
元
議
会
の
理
解
が
な
い
ま
ま
事
業
を
強

行
す
る
こ
と
は
不
適
切
で
あ
る
。 

「
は
け
の
自
然
と
文
化
を
ま
も
る
会
」
は
都
知
事
選
の

中
、
候
補
者
に
質
問
書
を
提
出
し
て
い
ま
し
た
が
、
小
池
候
補
か
ら
の
回
答
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
た
の

で
、
全
文
を
転
載
し
ま
す
。
回
答
は
、
小
金
井
市
民
の
声
を
聴
く
姿
勢
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
都
知
事
就
任
後
の
記
者
会
見
で
か
な
り
後
退
し
た
発

言
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
心
配
で
す
。 



「
小
金
井
道
路
市
民
の
会
」
か
ら
６
月
６
日
に
都
知
事
に
提
出
し
た

質
問
に
対
す
る
回
答
が
８
月
１
０
日
、
文
書
で
都
市
整
備
局
か
ら
文
書

で
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。 

回
答
全
文
は
２
面
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

市
民
の
会
：
共
同
代
表
、
世
話
人
、
会
員
、
事
務
局
と
林
倫
子
市
議
、

関
根
優
司
市
議
の
１
４
人
が
参
加
。 

都
の
回
答
内
容
は
第
四
次
優
先
整
備
路
線
決
定
と
し
て
こ
れ
ま
で
、
都

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
説
明
さ
れ
て
い
る
枠
を
超
え
る
も
の
で
は
な

く
、
実
質
的
に
は
回
答
の
体
を
な
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
都
知
事
選
の

中
に
、
「
は
け
の
自
然
と
文
化
を
ま
も
る
会
」

の
質
問
に
小
池
百
合
子
事
務
所
が
出
し
た
回
答
の
思
い
が
全
く
反
映
さ

れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
の
た
め
、
市
民
の
会
か
ら
、
優
先
整
備
路
線
に
選
定
し
た
根
拠
と

さ
れ
る
将
来
の
交
通
量
が
１
日
当
た
り
６
０
０
０
台
以
上
と
な
る
と
い

う
根
拠
の
デ
ー
タ
を
提
示
す
る
こ
と
や
、
計
画
道
路
が
「
避
難
場
所
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
」
に
な
る
と
い
う
根
拠
、
野
川
と
は
け
の
自
然
の
保

全
と
道
路
建
設
が
両
立
で
き
る
と
す
る
理
由
な
ど
な
ど
全
項
目
に
わ
た

っ
て
、
再
度
納
得
で
き
る
説
明
を
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
ま
し
た
。 

 

小
池
知
事
に
対
し
、
近
々
、
都
市
整
備
局
と
し
て
の
「
都
市
計
画
道

路
の
説
明
」
を
行
う
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
小
池
事
務
所
の
回
答
に
あ

る
現
地
を
「
実
際
に
巡
視
し
、
」
「
小
金
井
市
議
会
、
地
域
住
民
の
皆
様

と
も
対
話
し
」
の
思
い
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
私
た
ち
の
強
い
思
い
を

述
べ
て
い
た
だ
く
こ
と
要
請
し
ま
し
た
。 

都
は
、
交
通
量
に
関
し
て
は
、「
開
示
請
求
を
す
れ
ば
書
類
は
だ
せ
る
」

と
い
う
の
で
、
開
示
請
求
で
な
く
、
回
答
の
一
環
と
し
て
の
デ
ー
タ
の

提
示
を
求
め
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回世話人会（6/2）以降の活動 

7 月 7 日 第５回世話人会 

７月 21 日 多摩地区道路団体連絡会  

７月25日 外環の２練馬訴訟での５人の意見陳述を傍聴 

（小金井市民の会から５人） 

７月 25 日 荒川補助９２号線、都の説明会開催傍聴

（小金井市民から５人）  

７月29日 外環道の事業認可への異議申立意見陳述傍聴

７月 31 日 「３・４・１１号線関係住民の会」の発足準

備会開催 

8 月 4 日 第 6 回世話人会 

8 月 10 日 市民の会の都知事宛質問状に対する回答説明

8 月 11 日 「はけの文化と自然をまもる会」が都知事選

の候補者への質問に対する小池候補の回答をホームペ

ージに掲載 

8 月 12 日 都知事定例会見で、「はけの文化と自然をまも

る会」のメンバーでもある斉藤円華記者が、小金井都

道問題について質問 

8 月 23 日 多摩地区道路連絡会 

8 月 25 日、26 日 武蔵小金井駅と東小金井駅で署名行動

8 月 28 日 「小金井道路市民の会」の全体会 署名第一

次集約 

今後の日程 

★第７回世話人会 

９月８日（木）19：00～ 

会場 桜並集会所 1 階和室 

★学習会「はけと野川の自然を守る市民活動の歩み」 

講師 野川ほたる村 事務局長 江頭 輝さん 

 9 月 18 日（日）  

10 時～11 時 30 

 会場 萌え木ホール 

 

★10月 2 日（日）午後１時～５時 道路連絡会 

全都活動交流会議 渋谷区神宮前隠田区民会館 

★11 月 12～13 日 第４２回道路全国連交流集会

（開催地：名古屋） 

 ★12 月 11 日 東京自治研集会 明治大学 

  ※都内の開発問題＆道路問題の分科会あり

道路関係訴訟公判日程など 

9月6日 大山２６号線訴訟第４回口頭弁論 15時 103号法廷 

 9月14日 東京外環道青梅ＩＣ訴訟 口頭弁論11：30 522号法廷 

 9月14日 外環の２練馬訴訟証人調べ 13：30 522号法廷 

9月14日 志茂８６号線訴訟第５回口頭弁論 14時 103号法廷 

9月30日 小平３２８号線訴訟証人調べ 14時 522号法廷 

10月31日 小平３２８号線訴訟証人調べ 13：30 522号法廷 

11月11日 小平３２８号線訴訟証人調べ 14時 522号法廷 

市
民
の
会
へ
の
都
の
回
答
に
つ
い
て 

市民の会 第２回学習会のご案内 
 「はけと野川の自然を守る市民活動の歩み」 

講師 野川ほたる村 事務局長 江頭 輝さん 
   9 月 18 日（日）10 時開会（9 時 45 分受付）会場 萌え木ホール 
   会費 ５００円 

学習会
Part３

（小金井市市民会館）


